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本学は，発足以来七年 目の新春を迎えたわけで、
あるが， 一年一年年を追うて充実発展しつLある
これはあらゆる関係者各位の協力の致す所と感銘
に堪えなし、。 しかし大学の欲する内容及び施設等
の整備充実は ， なお概ね今後 に残されている。 こ
の点 に関しては 今年も関係者各位の協力を得て，
強力に推進しTこし、と思う。
教官各位は学問の最高水準を目指して鋭意研究
に波頭されてし倍。その成果は学生の教育及び指
導の面に現われておると共に， 現実に学術及び文
化の向上発達をもたらしている。特に新進の諸君
が着々業績を重ねておられることは誠に慶賀にた
えな＼，＞。大学は教育， 研究， 及び研究者の養成を
使命とするからである。
学生諸君が所定の単位を修得し卒業して就職 す
るとし、う事は無論大切なことであるが， 一歩進ん
で積極的な意慾をもって，充分に実力を養うと共
に， 科学的に思考し研究する態度を身につけてほ
しいと思う。 これがためには教官各位と常によく
接しょくして充分な指導を受けられるよう特に要
望したし、。
大学に学んだものに必要な条件はその研究能力
と将来性にあるのである。 教 室内の活動 と相まっ
て， 課外の文化，体育等の自発的活動 の面におい
ても， 又豊かな明るい学園生活を展開して， 大学
教育の達成と健全な学風の樹立に遭進されたU 、。
社会は諸君にこれを要請しておるのである。
〈富山大学学生新聞より転載〉
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。 法 律
法律第184号 一般職の職員の給与 に関する法律の一部
を改正する法律 30-12.1 4 官報
政 令
政令第 30 3号 所得税法施行規則の一部を改正する政令
30.11 . 10官報
省 令
大蔵省令第66号 所得税法施行細則の一部を改正する省
令 30.11. 10官報
大蔵省令第67号 国家公務員共済組合法胞行規則の一部
を改正する省令
規 則
人
事院規則 9～20 俸給の支給定日の特例を制定する件
30.11 . 10官報
30・11 -26官報
告 示
文部省告示第103号教育職員免許法により大学の正規
の課程を免許状授与の所要資格を得させるため適当な課
程として認定する件 30.12 . 20官報
文部省告示第104号 教育職員免許法の一部を改正する
法律付則第4項等の規定により大学の正規の課程を高等
学校教諭仮免許状に係る所要資格を得させるため適当な
課程として認定する件 30. 12 .20官報
文部省告示第105号～106号教青職員免許法により大学
の聴講生の課程を免許状授与の所要資格を得させるため
適当な課程として認定する件 30. 12 .20官報
文部省告示第 107号 教育職 員免許法の一部を改正する
法律付則第4項等の規定により大学の聴講生の課程を高
等学校教諭仮免許状に係る所要資格を得させるため適当
な課程として認定する件 30. 12 .20官報
文部省告示第109号 博物舘法第5条第2J頁等の規定によ
り学芸員補の職 に相当する職 またはこれと同等以上 の職
を指定する件 30. 12.28官報
文部省告示第110号 博物舘法施行規則第6条第2項 に規
定する試験認定の試験科目に相当する科目の試験を免除
する講習等を指定する件 30・12.28官報
文部省告示第111号 昭和30年度 における学芸員資格認
定実施要綱を定める件 30.12 .28官報
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学則中一 部 改正
〈昭和30年12月2日評議会〉
く昭和30年12月2日評議会〉 一般教育課程履修規程の一部を次のように改正する。
学則の一部を次のように改正する。
別表（第2）の人文 科学関係の学科目中「芸術」を「音
楽・美術」に改める。
第2条第1項第1号中「芸術I （音楽〉，芸術i （美術）」
を「音楽，美術」に改める。
付則中第1 条を次のように改める。
付則中「昭和30年7月！日」を「昭和30年10月1日Jに
改める。
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官 職 ｜氏 名 ｜ 異 動 内 容 1 発令年月日
文部教官 ｜ ｜ 富山大学 講師 （教 育学部〕 に併任 する ｜ 
（富山大学教育学 部付属中 学 校教諭 ） ｜ 布 村 清 太 郎 ｜ 任期は 昭和31年 3月 31日ま で とする ｜ 昭 和30.11. 10 
涜ゐ1��；� ＇ 1－戸石雨前語扇面面1両日
垣 内 祐 三 l 叩昭和30年12 … でと する ｜ 昭和30. 11. 20 ！ 諮師年吋文明〉に採町 ｜ 
「 j 塩 川間有諮問狩 る i 昭和U
岡 本 清 一 誠flip c富山大学経済学部〉に採用する ｜ ｜ 任期は昭和31年3月31日までとする ｜ 
｜太田正行｜鵠師向学教育学部〉に採用する ｜ ｜任期は 昭和31年3月31日までとする
｜ 文部教官 ｜ ｜ 詰 師 〔富山大学工学部〕 に併 任 する ｜ 
立 ｜ 加 藤 三千夫 ｜ ｜ （福井大学助教授工学ロめ ｜ ｜任期は附和30年12月21日までとする ｜ 
漏瓦教E 文学
そ�主i詰；－��一；一 r�；一戸一一r語i；語脱己扇言忌E長「｜ ｜栃折健次！悶（叫学庶
f壬j羽I主i白和31年1月31日までとする
，， 
，， 
文部教官（富山大学教授 工学部〉 i 横 山 辰 雄 ｜ 富吋工学 部同任する ｜ 昭和30.12.15
｜
任期は昭拘:132年12月14日までとする
｜ 文 部教官（富山大学工学部長〉文部教官（富山大学教授教育学部〉
，， 
ノソ
，， 
文部教官く富山大学助教授教育学部〉
，， 
I 庁 富吋評細川する！ 任問和32年12)-j 14日れの
！ ？持 上 茂 夫 ｜ 富山大学教育 学部付属中 学 校長 の併任 を解 ｜ 昭和30.12.16｜ 除する I I // l富吋教育学部開学校同町｜任期は昭和32年12月15日までとするI /
/ 
｜ 富吋教育学部付同校問任怜｜
｜
任 期は昭和32年 1 2 月15日まで とする
｜ I 
// 
l 富山閣制付開園長 に併任怜 ｜
任期は昭和32年12月15日までとする ｜ 
｜酒井康彦l駅学教問付日校問自解1I /
/ 
！ 富町教育学部付属幼稚園開閉 ｜
除する
. 2 … 
// 
，， 
，， 
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経済学部反び付属国書舘建物の建
設進ちよく獄死について
昭和29年11月28日 の起工式以来着々建設工事中の経済学部
及び付属図書館の建物〈鉄筋ゴシクリ－H階建） 1'1 11坪
は目下室内及び廊下， 階段等 の舎内装置に全力をあげ工事
の進ちよくも目覚ましく， 30年 12月 をもって完成し， 富山
大学に新たな威容を加へ12月14日 第一期工事竣工式が五福
構内にて挙行された。
引き続き 3 か年計画に基く昭和31年度計画は 1. 331坪二階
建校舎が完成することに決っています。
以上の建設工事が昭和 31年度に完成した暁には日本海沿岸
における唯一の経済学部と． ヘノレン文庫をもつことによっ
て有名な富山大学付属図書館の白望を誇る新校舎が富山大
学集中地域である五福構内にその雄姿を現わすことと思い
ます。
－－－園内圃【【．，、，～
硫酸焼鍍の慮理とその設備について
工学部金属工学教室 森 棟 隆 弘
先般文部省から化学研究促進補助金を受けたので学報 に
その事についての内容説明をしたらどうかと話を受け， 私
もその義務がある様に思ったので一筆掲載させて頂く次第
である。
此の研究費の申込みは時期も少し外れて居たので、或は取
り易いのでは無し、かと考えていたが蓋を開けて見ると意外
に難かしく. 200余件も出て居て僅か23件しかメスしなか
報 第 6 号
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元来硫酸焼鉱は硫酸工場で、硫化鉄鉱から亜硫酸ガスを取
り硫酸を造った残鉱で， 鉄分は55 %前後で中には6 0%に達
するものもあり此の点では高品位鉱であるが， 銅が含まれ
ている為に， 此のまLで鉄を造った場合， 圧延， 加工する
と割れてしまって使いものにな らないので， 今迄は少量だ
け輸入鉄鉱石の配合剤になるに過ぎなかったが． 現在では
此の研究を利用して数個所に工場が出来て梢配合率が増し
たが． 未だ充分な処理はしていないので優良鉱としての成
分に迄 なっているものは無し、。これは筆者が最近研究して
いる様な方法 を使へば輸入鉄鉱とほY等 しい成分になるし
った様だった。 その間学長や事務 局長にも本省 へ 説 明 とか ｜ 特 に含まれる燐 の点では それ以上優良なものにする事が出
種 々の点でお世話に成 った。 又審査員 の一人 であり， 且
つ ｜ 来 る。 勿論之等 の方法は， 工 業的採算を考えての事である
本実験の指導的位置にある東京大学の小川芳樹教授の御援 ｜ が． 要はそれ程生産費をかけずに処理が可能になり， 稀元
助も大いに役立ったのであり， 此処に謝意を表し度ぃ。 ｜ 素文は高価元素であるタリクム， ピスミクム， カドミワム
硫酸焼鉱に関する研究について， 筆者は昭和10年の秋頃 ｜ 銅， コパノレト等の回牧が能率良く出来る様になった事であ
から始めてをり． 鉱物としての性盾， 産出， 存在状態， 浮 ｜ る。従って之等 の方法は完全処理が出来る様になれば今迄
遊選鉱による脱銅， 硫化鉄鉱を熔焼した場合又焼鉱を再熔 ｜ 顧みら れなかった之等 の諸元素も回牧される事左なる。
焼した場合の変化． 各種の酸液， アルカリ液による侵出．
焼鉱を強加熱して亜鉄酸銅を生戒せしめて磁選する方法等
について研究していた。 文， 之等 を処理し脱銅したものは
良し、鉄鉱石ではあるが粉状であるので， それを固める為に
ペレツトと言う結合剤を加えて加熱する方法も研究してい
た。その後， 含有している稀元素の研究に移り数種の元素
の抽出， 回牧について実験した。 従ってこれらの実験で学
会や学術振興会へ出した報告は総計24報告となってをり，
最も元気の良い時代を一心にこれに打ち込んで‘き たと言う
事が出来る。
此の処理方法を外国のものと比べて見ると， 欧i!Hでは銅
を含む硫酸焼鉱が多く， ラーメシ法と言うのが古くから行
われてしる。これは工業塩を混合して倍焼する方法で． 中
々優秀な方法であり稀元素迄回牧しているが， 我国では工
業塩の価格が高く． この工場も大阪 にあったが， 終戦後は
復活していなし、。筆者等 の今度の方法は此 の方法の改良法
で， 成るべく再熔焼等 をしないで処理しようとし、うので，
実験室では良い結果が出ているが， 何うしても中規模的な
設備をして試験せねばならないし， 又今迄の実験では設備
不足のため解明出来なかった部分も調べなければならない
内ペU
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今回 の研究費 で購入する設備は鉱 石 の模式処理 をする浸 のであるが，
今度室町 ． 加藤， 四谷 ． 大井 ． 酒井 ， 位崎 ，
出槽． 沈下槽， オリパーフヰjレター，各種の鉱石粉砕機． 中川 ． 高辻等 の諸先生の応
援 を受け て実験をして おり百坪
選鉱機械． 廃液回牧設備． ベレツト製造設備等で浸出系統 程の建物を買い受けたので‘将来は工学部の研究所に迄持つ
の自動 制禦にはかなり力を入れる予定になっている。 てゆこうと頑張っている。 猶， 又一歩進ん でこれが富山大
之等の内 オリパーブヰノレター試験機は誇り得る機械で他 学の綜合研究所の核にでもなれば， これ程嬉しい事は無い
大学には無いもので， 一流鉱山会社でも欲しがってし、る鉱 と思う。
石 と 液 と の 分離試 験機 である。 又 予算 が許せば 分光光電光
度計 を買 い 入 れて各種 の精密 な分析 を行い度 いと思ってい 昭和30年度科学教育研究室研究生
る。 のf彦了について
之等実験設備の規模については一日で百屯を目標として
いるが， 学校で大型の設備をすると運営や実験に困るので
昭和30年度富山大学科学教育研究室は， 昭和30年5月16
本省と打合せの結果， 小人数で動 かし得る範囲のものとす
日定時制による研究生13名を牧容し， 昭和30年12月15日 を
る事として設計を進めて居り既に部分的に発注してし、る。
もって6か月く8月を除〈ヲの課程を修了したので，12月
本実験には従来は実験室の小規模な実験で‘あった関係上
17日修了式を挙行しそれぞれ修了証書を授与した。
詩座内 で池田， 平沢， 高畑君等の他学生等が手伝っていた
研
究 生 ， 指導員 の氏名 ． 研究題目等次表 のとお り である
室
昭和30年度富山大学科学教育研究室一覧 主
長｜｜学 長｜｜石原寅次郎
事 学生部長 岡 本 基
教育 学 部 化 学 新 湊高等学校 ，， 
音 楽 下上新原川小郡
学
校
，， 
渡辺 俊男l尿初素・ホノレマリシ微系反鏡応的に究
おけ
る 期生成物の顕 研
嶋田 嘉子 器楽合奏指導法について
，， 
講 師
導 員
高瀬 重雄
，， 
大 島 文雄
桑田 秋水
植木 忠夫
小林 貞作
近藤 堅二
松為 周従
,, 
勝川 栄作
大 沢 欽治
計
農 業 下入新
島育
問
学
学川 部郡部主 校
iI ,, 竹内 清一
｜ ｜五 ��｝ 13名
蜜蜂の貯蜜に関する研究 助教授 高森 乙松
｜ 女教
理
育
学
学
部
部 �名名 J 11名
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12 . 2 
第 6 回富山大学． 高等学校連絡 協議会 開催
王 要 日 誌
12 . 6 昭和 31年度入学者選抜学力検査問題作成科目 主・．．，・・..・...＿.・‘・，・・..・ー•＂＂＼... ·� ...喝、・’e‘”，·－·－·ー・・’・‘’・..，，・・...
11 .25 
第1 0回補導 協議会開催
任委員会開催
'" 富山大学運動部代表 者会開催
12. 9 教科書検定調査委員連絡協議会開催
11 .28 事務協議会開催
12 .14 経済
学
部
校
舎第一期工事竣工式挙行
11 .30 事務協議会開 催
1 2 . 16 事務協議会開催
1 2 .  1 
12 .17 富山大学科学教育 研究室修了式挙行
2 
共済組合大蔵省年次監査
12.23 
体育部会開催
. 4… 
